










































































































 このように，ゴスペルは 18 世紀のスピリチュアルに端を発し，現在に至るまで北
米を中心に発展してきた。一方殆どの日本人は，背景はおろかゴスペル音楽そのも
のを知る機会がなかった。キリスト教会に属する者の間でも，賛美歌・聖歌に収め















関連する記事が継続的に見られる（初出は 1989 年 12 月 25 日東京版夕刊，「米で
高まるコーラスの人気」）。1991年の記事中にはゴスペルの定義が説明されており（6
月 7 日「黒人讃美歌と民謡の競演」，11 月 2 日「ママ，アイ・ウォント・トゥ・シ
ング」批評記事，ともに東京版夕刊），翌年には，NHK-BS のゴスペルのルーツ・
曲の特集番組を紹介している（3 月 16 日東京版夕刊，「元巨人のクロマティがゴス
ペル紹介」）。ここまでは先行する北米でのゴスペル人気が反映された記事であるが，
翌年 1993 年からは，日本でのムーブメントを記述する記事に変わっていく。まず
4 月 13 日の東京版夕刊には「天使にラブ・ソングを…」日本公開の記事が登場し，
既に前評判も高かったためか，あらすじも述べられている。
　その後，1994 年に 4 回，1995 年に 1 回，1997 年に 3 回，1998 年に 2 回，1999
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いる（2000 年 12 月 7 日西部朝刊，「希望の世紀　ゴスペル高らか　大野城市で 17





































　首都圏 4 つの HGF クワイヤに，多肢選択 39 項目・自由記述 1 項目からなるア
ンケートへの協力を依頼し，54 名のメンバー（以下，被験者）から有効回答を得た。
設問のうち約 4 分の 1 は被験者の英語使用環境について，4 分の１は歌う目的や目
標について，そして残りは英語の発音・聞き取り等についての自己評価項目である。
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